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建築風景の再生
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偶然か意図かは定かでないが阪神大震災以降ばらまき土建行政は目に余っ
た。不要の道路、ダム、建築が景気浮揚策として列島の至る所で造られた。そ
の結果は景気は浮揚するどころか年々下降したし国土の荒廃するにまかされ
た。当然建築は悪徳の仕事として世の指弾を受けることとなった。本来土木は
政治の基本治山治水の技術であり建築は文明の表現体であって世の指弾を受け
なければならないものではなかった。悪業の本拠はゼネコンであり大手建築事
務所に違いはないが有名無名は問わずフリーアーキテクトのほとんどがここ５
～６年の土建行政のお先棒をかついできた。そのデザインも内容の空疎な軽快
透明であったのは土建行政の空疎と軌を一にしている。阪神大震災以降実作か
ら故意に遠ざかって今後建築のあるべき姿を思索してきた。以下はその成果で
ある。

、土建行政と国土の荒廃1

はっきりした数字は記憶していないが新潟県の就労人口の６０パーセントが
土建業であるという。新潟県に一歩足を踏み入れるとまず驚くのは道路が立派
なことである。つい最近北海道選出の代議士がほとんど役立っていない高速道
路を作ったと批難されて怒狂っていたが新潟県の道路にもそれがいえるのでは
ないか。なにせ北海道の高速道路は車が走らずヒ熊が日夜散歩していると若手
の大臣に揶揄され代議士が抗議していたのだが新潟県は土建行政最大の親玉だ
った田中角栄の地元なのだから北海道の手本となったのもやむをえない。しか
しそれにしても就労人口の６０パーセントが土建業というのはすさまじい。か
つて日本の総人口の７０パーセントが農業だったから新潟県では農業人口のほ
とんどが土建業に転じたことになる。当然農地はみるみるまに減少し土建用地
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に転化したということになるのだろう。それでは必要もない道路や必要以上に
立派な道路が至る所に出来上るわけである。北海道ではヒ熊の散歩道が高速道
路なのだという笑えない笑話さえ声高に語られることになる。道路はそれでも
まだいい方なのかもしれない。目を覆いたくなるのは必要もないダムである。
私の子供の頃、今から５０年以上昔のことになる。秋田県の中央東部奥羽山脈
の奥山の寒村当時の田沢村燈畑部落に巨大ダムが建設された。水力発電用であ
ったがこのダムの完成でこの部落にも電灯がともりラジオも聞けるようになっ
た。１９５０年代、第二次世界大戦の敗戦以降１０年未満の日本は極端な電力
不足に悩み停電は日常茶飯事だった。発電用ダムの建設は戦後復興の象徴であ
った。道路建設もあるときまでは僻地の救いにはなった。かつてダム建設には
反対できない大義名分があったからとだえることなく列島の至る所で計画実行
されてきた。現在私の住む奈良県でも奥吉野の川上村で何のために必要なのか
よくわからない巨大ダム建設が続行中であり一集落まるごと水没することにな
り今は誰も住んでいない。長野県では田中康夫知事になり建設途上のダムも中
止になっていると聞くが水没予定の集落はどうなるのであろう。余計な心配を
したくもなるのだがそれにしても思い切った英断ではある。今後不必要なダム
や道路は破壊されることになるに違いない。そうなると膨大な量のコンクリー
トのガラ処理が問題である。これをセメントと骨材と砂に分離できなければ破
壊もままならないことになる。ある建設会社がその方法を発明し実用化しはじ
めているらしいがこれはどう評価すべきなのか。自分達が必要もない大土木工
事を請負い大儲けをしておいて今度はそれをこわして又大儲けをしようとの魂
胆なのか。転んでもただで起きないのは商魂としては見上げた根性かもしれな
いが必要もないものをつくられた一般の人々にはたまったものでない。いわゆ
る土建行政はどうして列島を覆い尽くすようになったのか。政治的利権を生む
甘い土壌であるとは聞くが政治にかかわらない普通の人間にはなかなかみえに
くい。マスコミも実はこれに荷担していることを知らされたことがある。阪神
大震災で神戸三宮界隈で３０ものオフィスビルの設計と施工を同一ゼネコンで
請負い建設したのだがそのうちの９０パーセントが全壊又は半壊したのに同じ
界隈の他のもので建築家が設計しゼネコンが施工したもので破壊したものは皆
無であった。阪神大震災で破壊した建物は全て欠陥建築であった。設計施工の
ゼネコンでははじめから脆弱な建物を計画し予定通り破壊してしまったという
ことなのだろう。とはいっても建築法規の違反をしていたというのではあるま
い。法規ギリギリで設計するとあの位の地震なら破壊してしまうということな
のだが良心的な建築家はそんなことはしないというだけのことである。設計施
工のゼネコンの事実を資料をもって大手新聞社の若い記者に説明したら早速社
に帰って記事にするようにしたいといったが数日後に上層部の反対でできない
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との電話があった。別の社にも話してみたが反応は全く同じであった。多分そ
のゼネコンはいい広告主なのだろう。要するに阪神大震災は人災だったのであ
る。高速道路が倒れたのも全く同じ理由なのである。あのときの写真をみると
わかるはずである。はっきりとあれは手抜き工事であった。建築家からみたら
信じられない手抜きが破壊現場をみて知ったというわけである。私以外にも多
数の建築専門家が同じ思いを抱いたはずである。又それを話あったりもしたの
だが結局は声にならなかった。トルコでは悪徳建設業者や住宅メーカーは訴訟
されていると聞くが日本ではそんな話を耳にしたことはない。
不必要なダムや道路を建設することが一概に悪とも決めつけるわけにはいか

ない。新潟県では６０パーセントが建設業だというからもし建設業がなくなっ
てしまったら県民の６０パーセントが路頭に迷うことになってしまう。その危
険性があるから不必要を知りながらでも建設工事を起こそうと政治家も行政庁
も努力することになる。このことは日本全国例外なくいえる。景気浮揚に公共
事業をということが叫ばれ現在の小泉内閣は別としてもこれまでの歴代内閣は
重要施策として公共事業を立案実行してきた。バラまき行政であり土建行政で
ある。その効果は全くなかったのにこれが官民の癒着を生み利権を発生させる
のは火をみるよりも明らかとなる。たとえば大都市圏でベットタウンを計画し
それが大都市の人口増加分を吸収しているうちはそのベットタウンには意味が
あった。関西でいえば千里、泉北のニュータウンはそのような巨大ベットタウ
ンであった。しかしベットタウンではなくアメリカのシリコンバレーのような
居住と就労の場所がセットになった完結型のニュータウンが計画され実現途上
にあるとする。大不況の現在この計画が見直されるはずなのにみてみるとそう
はなっていない。公共機関と民間の不動産業の協同開発である。やりようによ
っては充分このニュータウンは実現可能であり事業としても成功する見通しは
あるのだが如何んせん、計画が悪い。計画といっても町割計画なのだが千里、
泉北のベットタウン型にできていて就労型のニュータウンにはなっていない。
これでは失敗は火をみるよりも明らかである。海外からの研究所や企業を誘致
しようにも乗って来るところがないだろう。民間の開発会社は気付いていて計
画変更の努力をしているのだが公共機関が動かない。外からみているとここの
職員達は今まで依頼していた都市計画コンサルタントとの関係をくずしたくな
くその理由だけで計画変更をしぶっているらしい、とみえる。
ひょっとしたらもっと違った理由なのかもしれないが明らかに失敗することを
わかっていて計画変更をしぶっているのは確かである。これこそ税金の無駄使
いではあるまいか。確かなことではないが相当確度の高い情報では癒着してい
るとしか思えない都市コンサルタントに１億円の計画を出し契約したとのこと
である。このニュータウンのことなのかどうかは定かではないにしてもこれこ
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そ利権が発生しているいい例ではないか。民間開発会社の担当者は今までも何
の役に立たない金億以上をいろいろな都市計画コンサルタントに払ってきてい
るとボヤいている。公共機関の職員達は各自担当の発注先のコンサルタントに
将来天降ろうとしているとしか思えない。まさに税金の私物化である。それで
も計画、事業に成功の見通しがあるのならいいが明らかに失敗することがわか
っていての癒着ではお話にならない。昔から日本では土建業はウサン臭い職業
とされてきた。しかし大工はそうではなかった。ということは土建業は大工と
は違って土木工事を専門にする業態のことであって人入れ稼業とみなされてき

。 。 、たからである いってみればヤクザに近い ○○組といったからよくて火消し
悪いとヤクザとでもみられていた。しかし人入れ稼業だった頃の土木会社の方
が明快でよかったといえる。彼らはウサン臭く見られていることを知っていた
からそう思われないよう努力し公明正大な企業努力をしていたような気がす
る。ところがいつの頃からかゼネコンから代議士を出すようになって政治と癒
着しはじめたのではないか。私が福井大学に入った頃であるから１９５７年頃
のことである。福井市に本社のある大手ゼネコンの社長が市長であった。福井
市は戦災、大地震、洪水とうちつづく災害でみるかげもなく荒廃していたのを
この市長は復興に奮闘努力し市民から感謝されていた。こんなことは現在では
みられないのではないか。治山治水は政治の根本であるのは古今東西を問わな
いであろう。土木技術をシヴィルエンジニアリング、市民技術というのもこの
ことを意味しているであろう。それなのに何故土建行政は悪の温床となってし
まったのか。日本人全体に公共意識が欠如しているせいなのか。
私は阪神大震災が人災であることを知って建築家としてやりきれなかった。

私でなくても建築家の設計した建築、家屋で破壊や倒壊したものは皆無であっ
たから胸をなでおろしながらでも建築の分野の一端を汚すものとして責任を強
く感じたのは確かである。それ以後私は現実に建つ建物の設計を一切やってい
ない。設計コンペには何度も応募したのだから設計の機会を忌避したわけでは
ない。しかし積極的に仕事をしようとはどうしてもなれなかったのも正直な心
境ではある。設計コンペには入選することはあったが当選はなかった。何故そ
うなのか入選案をみて不思議に思うのだがどうもコンペ自体に問題がありそう
である。公共性の希薄がここでも大手を振ってまかり通っている。どうもはじ
めから当選者が決まっていて公共機関が公正を装っている例が圧倒的に多いと
しか思えない。コンペ自体は歓迎すべきことなのだが不公正にそれが行なわれ
ているとしたらむしろ逆効果である。

、建築の自己破産2

ばらまきの土建行政で目立ったのはダムや道路などの土木工事ではあったが
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建築がその対象にならなかったであろうか。そんなことはない。ある町に８０
０席のホールのある文化会館ができたとすると競うように隣の村でも少し規模
を落とした文化ホールができる。二つの町村あわせてせいぜい２万人にも充た
ない所に二つの文化ホールがあってほとんどは使用されることなく閑古鳥が鳴
いている有様となる。大土木工事を起す必然性のない市町村ではこのような余
剰の公共施設がつくられ利用者もまばらで大概は閑古鳥が鳴く始末。施設が必
要なのではない。建築工事の有無が問題なのである。当然これには設計も伴う
から建築家達はばらまき土建行政のお先棒をかついできた。不況で企業が四苦
八苦しているのに建設業だけがうるおうという奇妙な現象がここしばらく続い
ていた。橋本、小淵、森の自民党三内閣はそのような現象の現出主体であった
というわけである。これは阪神大震災以降の内閣である。大震災のときは村山
であり社会党を連立にひきこんだ自民党内閣であったがすぐ橋本に交代した。
橋本からむき出しのばらまき土建行政が露骨になってきた。この象徴は沖縄サ
ミットではないか。但しこの場合は建築工事が問題なのではない。建築の内容
である。ついこの前（２００１年１１月）に沖縄に用事があり１０年振りに訪
れたが案内してくれる人がいてサミット会場を見る機会があった。名護市の海
岸沿の敷地は風光明媚な場所が選ばれていてさすが国家の重要行事が行なわれ
る場所ではあると感心した。しかし建物がひどい。ひどすぎるのである。サミ
ットであるからフランスの大統領はじめ欧米の一流政治家が一堂に会する会議
場がなんとこともあろうにつれこみホテルに見間違うケバケバした「様式まが
い」である。というよりも２０世紀前半の天才建築家フランク・ロイド・ライ
トの安易なコピーといった方がより正確かもしれない。誰が設計したかは知ら
ないが名建築を見慣れている欧米の一流政治家にどうしてアメリカの建築家の
下手なコピーを見せなければならないのか。全く理解に苦しむ。日本の政治家
には建築の意味がわかっていない。このときつくづくそう思った。建築はその
場所が属する文明最高の表現体として構想されているものであり、それは音楽
や美術、文学などの芸術を上廻る神の空間ともいえるものなのである。場所は
沖縄、戦火の犠牲となったからサミットの会場にふさわしい建築はなく新しく
建設する必要はあったであろう。このことは致し方ないにしてもできる建物は
日本文化を堂々と表現しえたものでなければならなかった。古典や伝統建築の
再現やコピーをいうのではない。極めて現代的な空間でもそれは創出できる。
ところがばらまき土建行政になれてしまった政治家には建築は単なるその手段
としてしかみえない。その内容に重大な意味があるなどとは夢想だにしない。
あれでは日本は恥をかいたはずであるが誰もそのことには気付かなかったので
はないか。欧米の首脳達も呆れてものもいえなかったはずである。だから黙っ
ていたであろう。サミット会場は最悪の例にしてもばらまき土建行政のお先棒
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かつぎの建築家達はこの現象にどう対応したのであろうか。一級建築士１００
名を越す設計事務所は大手組織事務所と私達の世界では呼慣わしているがまず
この大手組織事務所がお先棒かつぎの主力なのはいうまでもない。しかし彼ら
のものは地味で手堅いデザインのため目立たず人々の話題になることもなく当
然マスコミで紹介されることもない。目立つのは実際は脇役のはずのフリーア

。 。ーキテクトのものである ばらまき土建行政の主題は工事であり内容ではない
このことを建築家達は敏感に感じとっているはずである。内容のないもの、存
在性の希薄なもの、もしその逆の本格的「建築」でも作られたらその主題の重
さ故に論議の対象とならないとも限らない。それでは困るのである。建築家達
は政治家のそのような思惑に見事に対応したといえる。
幸か不幸か９０年代世界の建築デザインの主流は内容のないもの、存在性の

希薄なもの、一口にいって軽快で透明なガラス張りか、単純明快な箱型コンク
リートになっていた。表層性こそがはやりだったのである。これがばらまき土
建行政建築の表現にうってつけだった。だから建築家達はいとも容易にお先棒

。 。をかつぐことができた 世界のはやりを彼らは一身にうけこの日本に実現する
。 「 」 。なんと恰好のいいことか 勿論彼らは 世界のはやり などとは思っていない

芸術表現の必然的帰結が表層性の重視ということなのであり彼らとしては極東
の小国日本で「世界」を表現していると確信している。意気軒昴なのである。
このおめでたさは何も今にはじまったことではない。戦後復興はダムや道路、
建築、住宅を大量につくることであった。これを直接担ったのは土木技術者で
あり建築技術者であるがその象徴的存在は東京大学教授でもあった建築家丹下
建三である。戦後復興は６４年の東京オリンピックと７０年の大阪万国博覧会
で内外に喧伝されたがその代表的施設である競技場とパビリオンを設計したの
が丹下だったというわけである。この丹下を頂点とした建築家達が国家のデザ
イナーを自負するようになるにはそう時間はかからなかった。しかし誰もそん
なことを建築家に要請していなかったのにである。必要とされたのは大量の土
木建築の構築物だった。しかし戦後復興にあってはそれが善であったことに救
いがある。ところが今や同じことが悪となってしまった。意味の重厚な建築が
つくられて論議の対象となっては余剰を強行する政治家や行政者達には迷惑と
なるが全く話題にもならないのも困る。票や業績にならないからである。そこ
におめでたい建築家達の役割がある。街角におしゃれなビルができたよとマス
コミが軽くとりあげる、この感じがほしいのである。それには大手組織事務所
は向いていない。やはりフリーアーキテクトというわけである。
こうして阪神大震災以降でも列島全土にどれだけのおしゃれ公共施設ができ

あがったことであろう。神戸の復興の全公共施設がこれといっていい。勿論民
間の建物はいうまでもない。神戸を訪ねてこのおしゃれビルの氾濫にはうんざ
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りする。神戸も随分軽い復興を果たしたものである。
さてばらまき土建行政は終わったし又終わらなければならない。このまま同

じことを繰り返していったら無駄なダム、道路、建築、住宅の氾濫となってし
まいこの狭い国土は荒廃するにまかせることになってしまう。この荒廃を救済
する手立てとしてすでに２年前（９９年 「庭園曼荼羅都市」像を提起したか）、
らここでは触れない。いずれにしても土建行政の最大の担手大手ゼネコンはも
うその存立基盤は失われたから遅かれ早かれ潰れるであろう。勿論これは経営
規模にかかわらないからゼネコン自体が不要であるのはいうまでもない。ゼネ
コンは下請にまるごと工事を投げてしまい社員を現場に派遣することすら少な
くなり、営業と資金の手当をするだけのまるで商社まがいの営業形態におちい
っていた。勿論そうでない従来通りの真面目な会社もあった。このようなとこ
ろは規模は小さくなっても残るであろう。次に大手設計事務所である。彼らは
生き残りに恥も外聞もなく互いに結託するかと思えば裏切ったりしながら残り
少ない公共施設をタライまわしで取り合っている。これらは存在意味は全くな
。 。 、 、い それでは土建行政のお先棒かつぎの建築家はどうであろう そこでＡ Ｂ

Ｃ３人の建築家に登場してもらう。まずはＡである。今や７０才を越え老大家
の領域に入っている。東海道新幹線の駅に巨大倉庫がおめみえしたと思ってい
たらそうではなくこの老大家の文化ホールであった。人口のそう多くはなさそ
うな地方中都市に何故こんな巨大なホールがいるのか。何千人もが収容できる
ホールであるがどうしたわけか天井が５０メートルもあろうかという高さであ
る。ここの冷暖房はどうなっているのだろう。ランニングコストは天文学的に
なってしまうのではあるまいか。それと建物全体の形が悪い。金属で覆われた
外装ではあるがまるで倉庫なのである。いくら自治体から要請されたとはいえ
こんな過大規模の施設を設計するのは間違っている。計画そのものを止めさせ
るか小規模にするよう説得すべきではないか。そうでなかったら建築界の指導
者とはいえまい。次にＢ。瀬戸内海の島に建設した公共ホテルのこれもなんと
巨大なこと。実際見たわけではないから雑誌に発表された写真や図面から受け
る印象ではある。のっぺりとしたコンクリート壁面に 字平面のホテル棟、V

大小多数のコンクリート箱の棟をばらまいたなんともしまりのない巨大公共施
設だった。こともあろうにＢはこれを「廃墟」だとうそぶく。どういう意味で
廃墟なのかは不明であるが多分閑古鳥が鳴くことを予期して廃墟というのであ
ろうがかりにも公共施設である税金でこれは建っている。税金を使って廃墟を
つくったのか。納税者をナメるのもほどがある。よくもこのような厚顔無恥に
仕事を依頼したものである。依頼した公共機関の首長の識見を問いたい。Ｃは
Ａ、Ｂに比較したら罪は軽い。それだけ小者というわけであろう。但しこのＣ
のデザインこそばらまき土建行政スタイルの典型なのである。透明、軽快を地
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で行くのである。存在性の希薄こそが彼の主題であり世界のはやりを日本に持
ち込んだ首謀者である。今Ｃのエピゴーネンがうようよと土建行政の甘い汁を
吸いたくてまわりをうろついている。というよりはうろつき甘い汁の余りの分
け前にあずかっていた。Ｃは透明、軽快を主題にするがこれはどこまでも見掛
けであるらしい。北の大都市の中心にできたガラスボックスの図書館は見掛け
は存在性の希薄、即ち透明、軽快を表現しているのであるが海草をイメージと
したという柱は何本もの線が海藻のようにゆらめいて上昇する形である。しか
し一つ一つのゆらめく線は結構太い鋼管であり柱全体としては鉄のかたまりを
よろっているという風である。しかもこの異風の柱を構造技術的に成立させる

。 。ために床は全面二重のぶ厚い鉄板となっている まるで建築構造は軍艦である
軽快透明のためにこのような無理をしたのである。これはすさまじいお金を喰
ったに違いない。虚偽の軽さ。これも土建行政の虚偽を象徴している。

、近代主義の罪3

土建行政は官民癒着の悪の温床となったことは間違いない事実である。しか
しそれでは土木構築物や建築の建設が悪なのかといえばそうではあるまい。土
木も建築も文明発生以来人類が絶えることなく継続してきた営為であるからこ
れが悪であるはずがない。問題は過剰である。次に内容であろう。というより
も過剰は内容を空疎にする。その空疎をデザインの主題としたのが現代建築で

。 。あるといわねばならない しかしこれは日本だけの現象ではなかったのである
１０年前まではパリ現在ではベルリンがこの現象の渦中にある。パリは巨大市
街地再開発、ベルリンは首都の復興である。但しパリやベルリンにはそれなり
の必然性もあるに違いない。パリでは市街地建築の老朽化、市街地構成の不効
率などが目に余るようになって再開発が行なわれたし、ベルリンは東西ドイツ
の分裂で荒廃した都市の再生をめざしているから過剰とは必ずしもいえない。
しかし内容の空疎はどうしたことなのであろう。ヨーロッパ文明の退潮を象徴
しているのであろうか。パリもドイツも同じような透明軽快な建築で埋め尽く
され市街地風景に差異がない。要するにその都市特有の個性がまるで感じられ
ない。
しかし考えてみれば２０世紀は個性喪失の時代ではあった。その点建築はそ

の特徴を最も鮮明にあらわした。近代合理主義にのっとったとして如何なる場
所に建てられようと建築は一定不変の形式をそなえていなければならないとさ
れた。というのも学校や劇場といった建物の使用目的（建築家はそれを機能と
呼んだ）に沿うと同じ使用目的の建物の形式は一定であるはずでありそれは建
つ場所にかかわらないからである。こうして世界の都市は似た市街地風景を呈
するに至った。むしろヨーロッパの都市だけがこの２０世紀様式を拒絶してい
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て遅れていたともいえる。その遅れをとりもどしているのがパリの再開発、ベ
ルリンの首都再生なのかもしれない。２０世紀様式の提唱者はドイツ人のワル
ター・グロピウスであったし完成者はフランス人のル・コルビュジェ、ドイツ
人のミース・ファン・デル・ローエだったからヨーロッパの主要都市が旧態依
然とした市街地風景を呈しているのはおかしいといえばおかしいことだったの
かもしれない。しかし本当にそうなのだろうか。２０世紀文明のチャンピオン
はアメリカでありその象徴都市はニューヨークなのであってヨーロッパではな
い。パリもドイツもそれを求められてはいなかったのではあるまいか。グロピ
ウスもミースもアメリカに亡命し戦後も帰らなかったのはそのことを象徴して
いるのではあるまいか。コルビュジェだってアメリカに受け容れられなかった
ことを無念とし本心はここで活躍したかったように見受けられた。パリやドイ
ツは遅れてきた近代化でありその分洗練されてはいるが内容が空疎なのだ。近
代化の必然性が希薄なのではあるまいか。グロピウスにもミースにも見捨てら
れたところなのだ。逆にヨーロッパはコルビュジェには冷たかった。アメリカ
にも受け容れられなかったコルビュジェは傷心を抱いてインドに渡りここでネ
ールの知己を得て新都市チャンディガールを実現する。これは近代合理主義の
画一的デザインと異風ではあるが２０世紀文明の違った側面を記念する建築群
が立ちあらわれた。
ニューヨークの摩天楼は２０世紀固有の建築形式でありこれが群をなすさま

は２０世紀文明の記念碑的風景といえよう。特に世界貿易センターのツインタ
ワーはさっそうとした英姿をみせていた。これが今年２００１年９月１１日の

。 。テロで無惨にも壊滅してしまった このことはよくよく考えてみる必要がある
まさに近代建築の破産なのだ。
テロへの憎しみは当然ではある。とくに攻撃されたアメリカ市民の受けた衝

撃は想像してあまりある。世界がこともなく平和であることは間違いなく全人
類が望むことであろうしそうあってほしいと願わない人もいないであろう。そ

。 、れでもテロは起きてしまった アメリカは何故こうも憎まれるのかとアメリカ
正確には合衆国の少数の知識人は自問しているという。この少数の疑問にこそ

。 。「 」耳を傾けるべきではあるまいか 私にわかることはただ一つある 近代主義
が破産しつつあるということである。貿易センタービルは４００メートルはあ
ったのであろうか。摩天楼の林立するマンハッタンの中でも際立って高くしか
も実々に軽々とした印象のビルだった。エンパイヤーステイトビルなどの初期
の摩天楼は外観の凹凸が激しくデコラティヴであり重苦しかったが国連ビルの
ピカピカに磨いた墓標を思わせるガラス箱型スタイルあたりから軽快になり貿
易センタービルはそれの到達点であった。これがテロの標的となり破壊されて
しまった。あのビルは外壁にあたるところが鳥篭状になっていて中心はエレベ
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ーターのコアというだけの極めて単純な構成であり確かに「近代合理主義」の
。 （ ）結晶であった しかし大型とはいえ旅客機たった１機 正確には２棟で各１機

の激突にもろくも全壊してしまったのは明らかに軽快さが当然合わせ持つ構造
的脆弱さをつかれたからである。アメリカではもうあのような摩天楼は作らな
いという。これは２０世紀の主題であった近代合理主義のチャンピオンが発し
た明らかな敗北宣言である。
アメリカが何故憎まれるのか。勿論私にわかろうはずもないがただ常々抱い

ていた不信感がある。だから私は今年（２００１年）の５月にどうしても果さ
なければならない用事があってロスアンゼルスに行くまで一度も足を踏み入れ
なかった。世界はほとんど隈なく訪れているというのにである。その不信とは
こうである。アメリカ合衆国は世界の警察国家を自任し方々の紛争に介入する
が他の国々がそれを依頼したであろうか。彼らの善は民主主義であり全世界が
こうなれば幸福になると信じて疑っていないようにみえる。貧困の原因をその
民族なり国家体制の非民主性におく。一見正しい。しかし本当にそうなのか。
そこが何故非民主的で貧困なのかをその真の原因を追求しているようには見え
ない。貧困のほとんどは西欧列強の植民地政策にあるのであって列強に搾取さ
れつくして貧困におちいりぽいと捨てられてしまったのだからそれは西欧列強
が残した負の遺産なのである。アメリカは西欧列強が作った人工国家であって
彼らは自分達の生み親の負の遺産を精算するために被害民族なり国家に民主々
義を押しつけ紛争の介入の大義名分としているとしか思えない。これでは介入
された方が反撥するはずである。しかも近代合理主義とは勝者である西欧列強
が現出した大量生産大量消費社会を維持していくための思想装置なのである。
しかも大量生産の余剰をかつての植民地に押しつけ消費を促すというありさま
である。消費拡大のための旧植民地の政治の民主化であり生活の近代化なのだ
から押しつけの親玉アメリカの世界警察気取りは迷惑至極というべきである。
これでは憎まれて当然ではないか。テロリストを生み出す国家なり民族はほと
んど例外なく旧植民地ではないか。
私の父は発明は悪でありソ連は崩壊するといった。ソ連と発明は別のことで

あり発明とは高度科学技術の発展は必ず人類を不幸にするということであり父
流のアメリカ批判だった。飛行機の発明は不要のことだった。汽車で止めてお
くべきだったというのである。これをよくいうようになったのは６０年代のは
じめ頃だった。まだ貧困から完全には抜けきれていなかった日本では自由に飛
行機旅行はできなく一般の人々にはむしろ憧れの対象だったのに父はこれで世
界が狭くなり世界はのっぺりと一様になり国家や民族は個性を失いやがては全
世界はどこか強国の支配に属するようになるだろう。それを不幸といったので
ある。ソ連の崩壊は５０年代はじめ私が小学生の頃からいっていた。理由は簡
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単。１にロシアの歴史的欺瞞性。２にマルクス、エンゲルスの初原的論理矛盾
をあげていた。そして父の予言どうりの理由によって現実になってしまった。
アメリカ批判、近代主義批判もニューヨークテロが証明したような気がしてな
らない。ちなみに父は１９０３年生まれで９６年に世を去った。大学は法律を
学び高校の教師をしながら日本の近代政治史の研究に余念がなかったが私は今
でもその予言能力には感心している。事実となるはるか以前に予言できたのは
何故だったのか。高度科学技術とマルクスシズムは近代主義の二大潮流であり
それを根底的に信じていなかったのであろう。中庸を至高としたから徹底した
東洋主義者のようにも思われるが教養としては学生時代に身につけた大正デモ
クラシーを捨てることはなくむしろ西洋的であった。但しアメリカ型民主々義
は悪平等の温床として極度に嫌っていた。これは進駐軍の占領政策批判からは
じまり終生変わらなかった。ほぼ２０世紀一杯をこの日本で生きぬいた人間の
限界がはっきりしてはいる。アメリカに対する批判、特に民主主義批判は表層
的でありもう少しつっこんで見れないものかと思ったことはしばしばではあ
る。しかし敗戦国の生き残りとしてはアメリカは反撥と親和の対象としかみえ
なかったのであろう。
さてパリとベルリンの透明軽快建築の盛行である。遅れてきた近代主義とい

ったがパリやベルリンではむしろ遅れを楽しんでいるように見受けられる。ア
メリカの現代建築家は巨大さで勝負しているせいか洗練されないがパリ、ベル
リンのものは洗練の極致ともいえる。この洗練は余裕と余裕がもたらす遊びか
ら生まれているはずである。それでは何による余裕であり遊びなのか。西ヨー
ロッパはアメリカに世界警察を任せ余程のことがない限りはっきりいえば自国
に不利益がない限り他国の紛争には介入しない。それが余裕を生み遊びにつな
がっているに違いない。無責任といえばこれほどの無責任もありえないであろ
う。世界の紛争のほとんどの原因を自分達が作っておいてその精算をアメリカ
に任せているのである。パリやベルリンの空疎はここにおよその理由があるの
ではないのか。

、建築風景は再生しうるか4

Ａの巨大倉庫まがいの文化ホール、Ｂのホテルも含めた粗大ゴミが列島至る
所に散在する現在、建築の再生を問うのは不見識とともとられよう。建築界総
懺悔の上でなければこのような問いは発せられるべきではないであろう。しか
し日本の敗戦のときのことを思い起こしてほしい。第二次世界大戦の初戦勝利
に狂喜した人々が敗戦を他人の仕業に転化して涼しい顔をしていたし、それよ
りも戦争を理論的に支持した知識人の中で１人として自己批判をしたものはあ

、 。らわれず 一夜にして軍国主義者が共産主義者に変貌していたこの日本である
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建築界総懺悔などありえないであろう。ばらまき土建行政の小さな泡でしかな
いにしてもＡ、Ｂの建築に代表される粗大ゴミをどうするのかまずこのことが
早急の課題なのかもしれない。それではＣのものは粗大ゴミではないのかとい
われそうであるがこれはゴミには違いないが大都市の中心市街地にあり規模も
周囲のものに比べてとりたてて大きいというほどではない。市民の迷惑加減が
違うのではなかろうか。ともかく今現在建築は過剰でありほとんど必要とはさ
れないであろう。そのときにあえて再生しうるかと問うのにはそれなりの理由
がある。それは集団に埋没し易い私達日本人に個の重要性を問うことになる。
話は少々飛躍するが現在の不況の原因とその対処の拙劣さを考えてほしい。不
況の直接の原因は８０年代のバブルに踊った企業の放漫経営にあるだろう。そ
のツケが現在不良債権となって経済活性化を阻んでいると聞く。経済や経営の
専門家でないのでよくわからないが不況になってからの企業なり経済人が意気
地ないと私にはみえる。リストラという首切りをしているだけで手をこまねい

。 。ているとしかみえない 何故経済活性化にむけてのプラスの工夫をしないのか
マイナスの処理に追われていて何ができるのかと思う。これは明らかに集団偏
重の弱点が顕著に露呈している恰好の証例に違いない。リストラクションとは
再構築ということであって首切りを指す言葉ではないはずである。もし集団主
義が日本企業の特質というなら総賃金を社員全員で分配して企業再活性化に一
丸となって努力するべきではないか。１人１人の賃金が低くなるのはやむをえ
まい。ワークシェアリングというのがつい最近いわれるようになったがこんな
ことはわかりきったことではないか。遅すぎる。企業の再構築を首切りとしか
考えられないからこのような無様なことになってしまう。とはいえこれが問題
なのではない。個の発信力の強化こそ優先する。このことが重要なのである。
今日本では住宅も供給過剰であり新しく住宅を作る必要は数字上はない。し

かし住宅は本来個々人の自由な裁量によって建設されるものであるから如何に
余っていようともある１人がどうしても自分や自分の家族にふさわしい住居を

、 。ほしいと思えば建ててしまうだろうし それを他人が阻止することはできない
少なくとも自由主義経済体制のもとではごくあたりまえのこととして容認され
る。但しこの場合その個人に強烈な住居欲求がない限りあり余った住宅を買う
なり借りるだけで済ましてもらいたいものである。その方が国全体の財貨の無
駄にならない。しかしその個人が強烈な個性の持ち主であり既製の住宅ではと
ても満足できるはずもないと誰にもわかっていれば彼が住居をつくることに異

、 。 。はとなえまいし となえるべきでもない 要はその個人の発信力の強さである
この強弱が全体としての財貨の無駄という合唱を突破するかそれに属するかの
境目となる。そうしてできあがった住居は多分全く新しい住宅スタイルを世に
示す結果となろう。住宅史をひもとくとこのような例は相当数に上るはずであ
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る。第二次大戦以前につくられた近代主義住宅たとえば土浦亀城邸などはその
好例であろう。同様に個の発力に依拠した建築も充分に考えられうる。公共施
設でもそれはある。何処と特定はできないが税の無駄遣いと贅沢を警戒するあ
まり公共施設の新築を長い間見合わせて来た自治体があったと仮定する。この
自治体にしては必需の施設の建設がどうしても必要な場合はどうなのか。隣接
する自治体の余剰施設を借りることで大概のことはまかなわれよう。しかし土
建行政の嵐の中でもこのような自治体が存在したとしたらそこの住民全体の見
識と自制力は賞賛に価しよう。このような住民が隣接する自治体の粗大ゴミに
満足するとは到底思えない。しかし満足しなくても我慢するであろう。それで
も彼らが新たな建築を欲求したらどうなのか。国や県からの補助金などはじめ
からあてにするはずもなく全て自力でその建設を実行しようとする場合それを
阻止できるであろうか。このような仮定は実は建築不要論を切り崩すための詭
弁の荷担になりかねない。そうはならないことを論証しておかなければなるま
い。ここでは原点に立帰る必要がある。愚直なようでも建築とは何かを問うこ
とである。まさか列島至る所に散在する公共施設などの粗大ゴミとしかいえな
い建物を建築とはいうまい。政治目的、経済目的のためだけで建設された必要
性もとぼしく内容空疎な施設が建築でないのなら何が建築なのか。その逆のも
のといいたいがそうはなるまい。このような問いにこたえるには学生のみずみ
ずしい発想が大いに参考になる。その学生の修士修了制作の計画内容がユニー
クなのである。ある県の県庁所在地に県内の人口が移動してきて住宅不足をき
たし現在のこの都市の郊外に大型の建売団地が競うように開発されているとい
う。遅れてやってきた人口の都市集中である。ａはこの都市出身でありここの
住宅事情を把握し易かったようである。ａは現在宅地造成を終えて第１期の売
り出し中の４０ヘクタール、４０００人の建売団地を計画地に撰んだ。４０ヘ
クタールのうちの４分の１、１０ヘクタールをもとの地形にそっくりそのまま
復元しそこに宅地開発業者が計画していたと同数の住宅を計画するというので
ある。その建売団地の建物はドールハウス（人形の家）のようなものでありこ
れではここに移り住む人々の今までの住居とは余りに違いすぎる。彼女はここ
に移り住んで来るに違いない人々は大半農家居住者でありそのプランをもとに
復元地形の住宅プランを考案している。すでに造成が完了してしまった開発地
の４分の１を原形に戻すのであるから道路も宅地分割も従来計画のままという
わけにはいかない。復元地形は切土は一切せず必要最小限の盛土は許容するが
土留は石垣とする。住宅は仮設というわけではないが家族構成の変化に対応で
きるように必要に応じて部屋を作っていけるシステムを提案している。ａは新
しい理想的ニュータウンを計画しようとは思わないという。無惨な風景を呈し
自然地形を破壊した建売団地に地形復元した部分を挿入することでこの建売団
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。 。地の無意味を告発したいというのである ａの計画のユニークさはここにある
東京や大阪などの巨大都市の建売団地で居住者が老齢化してスラム化しかけて
いる例をみていてａは自分の出身地の現在開発中の建売団地の末路を知りこの
団地が必要とされなくなったとき自然に帰り易くしておきたいというのが主題
なのである。最小限の盛土のための石垣なら廃墟となっても美しいですよねと
いうのだからａの主題は新規開発の住宅地も廃墟となったときぎりぎりまで自
然に戻ることができるかを考慮すべきだということにある。自分の出身地の地
形を熟知しているａにとっては原地形への復元こそ重大な関心事なのである。
ａは建築にとって何が主題かを真剣に熟慮すべきでありしかも時間の推移に対
してその建築はどう対応しうるのか、それが考慮されてあるのかをあらかじめ
検討すべきであることを示唆している 「建築」をつくる人々にとって何が重。
要で何が主題となるかを彼ら自身によって徹底的に堀下げられなければならな
い。
今日（０２年元旦）たまたまＮＨＫで白川郷の大屋根ふきかえのドキュメン

ト番組を放映していた。８０年ぶりにふきかえるというのだがすでにかやふき
職人も老齢化ししかも近年本格的ふきかえは行なわれていなかったらしい。村
人総出でふきかえ作業をしてそれは見事に完成されるのではあったがこの村人
総出でふきかえ作業する組織を「結（ゆい 」というのだがこの結が稼動する）
か心配だったと家屋の主人はいっていた。白川郷でもかやぶきでなくなった家
屋が多くそこの人を結にかりだすのは気がひけるといっていたがそこの人々も
快く参加していた。白川郷の人々にとってこの家の屋根のふきかえは単なる文
化財の保存ではなくて結の復活によって村の団結が計られるに違いないと期待
したようであった。このかやのふきかえは白川郷の人々にとっての真の建築欲
求だったというべきなのかもしれない。この家屋の主人は先代が家は自分のも
のであって自分のものではないといっていた意味がようやくわかったと語って
いたのが特に印象的であった。それでもこれは屋根のふきかえだからいいもの
の新しい建築を欲求したとしたらどうなるのか。村人たちだけではどうにもな
らないであろう。大工はじめ専門の職人を村以外に求めなければならなくなる
のではあるまいか。それでも伝統的家屋の建設ならばモデルが目前にあるし伝
承技術もあってそれほどの苦労はしないであろう。そうでないものを欲求する
事態の場合はどうするのか。
現代の結をつくろうということを建築専門家から聞くことがあったが私はそ

の都度強い疑問を抱いたものである。地元の人々が本当に結を必要としている
のであろうか。もし必要としているのならどのようにしてであろうか。更にそ
れが可能になったとき結の人々の建築欲求を誰が適確な表現に昇華するのであ
ろうかといったことである。ともあれ建築を欲求する人々の発信力の強さが真
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の建築を実現させる原動力であることはわざわざ言挙げするまでもなかろう。

、文化発信の可能性5

曖昧な章題ではなく厳密には「日本発信の文化戦略」とでもいうべきかもし
れない。戦略・戦術といったことに縁のない私が使う言葉として相応しくない
し第一戦略など思い浮ぶはずもない。ともあれ日本が世界に対して発信した文
化的事項は戦前はフジヤマ、ゲイシャに代表される異国情緒、但しこの場合世
界とは西欧列強であった。戦後はトランジスターラジオに象徴されるような微
小精緻の工業技術である。この場合欧米に限らずほぼ全世界といえる。長い不
況で経済大国の自負もぐらつき自身を喪失しているこの日本から何を文化発信
するのかというであろうが私はささやかな体験でその可能性を教わった。２０
０１年が始まって間もないことである。大分前からの知己天理大学教授の井上
昭夫からインド西部のグジャラート州で大地震が起き５万か６万の人々が死ん
だ。その援助に行きたいが協力してくれないかとのことである。何を協力する
のかと聞くと国連からの要請であるが災害復興住宅の建設を担当するつもりで
ある但しそれには条件があって現地で調達できる材料、技術を使う必要があり
そのためにアメリカの建築家が発明した土嚢積み建築でやりたいという。アメ
リカの建築家を仮にＫとしておこう。彼はイラン系の移民であるということは
井上に２～３年前から聞かされていたが私には全く興味がなかった。井上の関
心は土嚢を積んで建築を作るのであるから最終的に大地に還元されていく方式
は鉄骨やコンクリートにくらべて遥かに環境保全的ではないかということにあ
った。井上は宗教家でもあるが環境運動家であるのだ。しかし土の建築は日干
しレンガがあり何も土嚢にわざわざつめてそれを積まなくても古来からの技術
によればよく乾燥地ではこれが一般的であって何も感心することではない。こ
う私は反論し一度アメリカに一緒に行ってＫに会ってくれるというのを断って
いた。井上は日本で土嚢建築をしたかったのである。ばらまき土建行政で出来
る建築に対してアンチテーゼとしてそれを使用したらいいと私にすすめていた
ということである。
井上の協力要請にもそれならＫに依頼すべきであって私がやるべきことでは

ないといったがどうもそれがうまくいかなかったのであろう。とにかくＫに会
ってほしいとのことで５月に息子の菊眞をつれ彼の住むロスアンゼルスの郊外
ともいうべき砂漠に出かけていった。彼はカルフォルニア砂漠の小集落に５０
ヘクタールの土地を収得していてそこでドーム型の土嚢積み建築を数多く作っ
ていた。どうもここを理想郷としたいらしくしかも本人はパオロ・ソレリのア
ーコサンティに対抗しているつもりらしかった。ソレリはアリゾナの砂漠にア
ントニオ・ガウディのサグラダファミリア教会を立体都市にしたような壮大な
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理想郷を構想し徹底した自力建設、自力施工し世界から注目をあびている。但
しソレリの理想郷は鉄筋コンクリートで造られ世界中から若者達が集まって建
設に参加している。彼の構想が完成するには５００年はかかるのではないか。
現在７０才を超えたソレリはガウディを彷佛させる。Ｋも砂漠で自分の教える
大学生を主体に自力建設、自力施工を推進してはいる。土木用の土嚢一杯に土
をつめこれを積んで建物にするのであるが土嚢につめた土はすぐ積むことが出
来る。というのも積んでから乾燥出来るからである。土が乾燥して所定の固さ
になったら嚢を切りさき取り去ってしまう。ということは嚢は通風性がいい布
でなければならない。これなら安価で完成が早い。日干しレンガなら乾燥に半
年はかかろうし普通のレンガと同寸法で小さいからこれを積むには熟練がい
る。しかし土嚢は大きく縦横各１５センチ、３０センチ、長さ６０センチもあ
るから１つ２０キロもあり重たいにしても積むのには熟練はいらない。学生の
ような素人でもすぐ出来るようになる。これならば建設のスピードは早い。し
かも大地に還元出来るから環境保全的でもある。技術といえるのは土嚢と土嚢
がずれることのないよう摩擦力を惹起するよう工夫していること以外はこれと
いったことは何もない。建築中の現場を見せてもらって完全に理解してしまっ
た。そのことはいいのだが私はＫにインドに行って震災復興に協力したらとす
すめたがその気はないという。井上が確かめたところ金が出ない。要は儲から
ないことは嫌だということだった。彼の本性は商人なのである。イランでは兄
弟が多く貧しく若い頃苦労しヒッチハイクでヨーロッパに渡り建築を勉学しア
メリカに移って建設会社を起こしたが失敗しようやく落ち着いたのが今の場所
だったと話してくれた。Ｋはアメリカで大学教授にもなり成功した。それなり
に立身伝中の人物なのであろう。これでは自分の利益にならない無駄なことに
精力を費やしたくはあるまい。逆に彼の拒絶の理由を知って私はこの方法でイ
ンドの災害復興住宅建設をやってみようと即座に決心した。この工法を特許で
もとっているのかわからないが土嚢積みは戦場の陣地構築に古来から使用され
ているからそんなものはあるまい。もしあるとしたら摩擦力を生み出す工夫だ
けであろう。Ｋはそれを１万ドルで買えというのだが井上は断っていた。私も
わざわざ買うような技術ではないと思ったことは確かである。その金があるな
ら被害者支援にまわすべきであろう。ともあれこの建築家を匿名にしたのは彼
の名誉を思えばこそである。かわいそうなことにＫは建築家の才能はなさそう
である。建物群もバラバラで秋田県横手市のカマクラを巨大にしたようなドー
ム、室風のもの大小を何のまとまりもなくあっちこっちに建てていた。中には
サザエの貝殻を思わせる造形もありそれなりに面白いものもあったが総じて単
調であって土嚢であるための粗さだけが目立っていた。土嚢を積むのであるか
らカマクラ型の室風になるのはやむをえない。しかし１棟だけならいざ知らず
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多数の棟を造るだけの広大な敷地をもっていてどうして配置をあらかじめ計画
しないのか不思議である。計画しようにも構想力がないのであろう。
帰国してから私は復興住宅３００戸の集落計画をしたが井上はユニークすぎ

るので在日中のインド人都市計画家を知っているからみてもらおうということ
になりその人に会った。私の計画は一戸建と十戸の環状連棟を取り巻き更に単
位連棟を環状にし各連棟を一戸建が蛇行しながら巻いていく配置をした「曼荼
羅」集落であった。そのインド人は円形配置はインドではみたこともないし普
通は碁盤目型でありこれには異論が続出するのではないかとの見解であった。
又カマクラ型の建築もイスラム風でインド人にはなじみが薄いとのことであっ
たがそれはないだろうと私は思った。サンチーの仏教遺跡のストゥーパはドー
ム型であるしジャイナ教本山の大寺院は巨大ドームである。この人は古典に興
味がないのであろう。ともあれこの計画案をインド、グジャラートにもってい
った。ここで災害復興住宅を担当していたのはこの州第２の都市ジャムナガー
ル市の元市長タンナという老人であり彼はＮＧＯを主宰していて様々な活動を
展開しているとのことであった。注目したのは雨季の水が地下にしみて井戸水
となるための小さくても１ヘクタールはゆうに越す貯水池を方々に作っていた
ことである。建設費は家族で経営するコンツェルンで捻出しているというから
完全な慈善である。貯水池は農業用々水の獲保が目的なのである。タンナ氏と
そのグループで私の計画案を検討してもらったがこれで結構だとタンナ氏は満
足気であった。井上は心配していたが私は多分こうなると予測していた。とい
うのも曼荼羅は仏教の図形であり仏教はインドに発生した宗教であるからであ
る。かつてのインド人はこの図形を宇宙像として創出したのである。現代のイ
ンド人の深層意識には私の計画に呼応する民族の根源的イメージが潜んでいる
はずである。私はこの案で建設を行なうというタンナ氏の決定を聞いて帰国し
たが菊真は１ヶ月後に井上や天理大学の学生達とモデル住宅を作りに再度ジャ
ムナガールに行った。ひととおりの作業を終えて帰国した菊真はタンナ氏から
工業技術者養成の専門学校の設計を依頼されたという。聞くと曼荼羅様の建築
にしてほしいとのたっての希望だとのことである。集落計画に感動してどうし
てもあれに似た形の建築にしたいと大変な熱の入れようだったそうである。私
はこのとき文化発信の可能性を確信した。他民族の深層意識に訴えかけること
に成功すればそれは可能なのであり私は『離島寒村の構図 （住いの出版局、』
９２年）で力説したことであるし又新聞雑誌にもたびたび書いてきた。但しこ
れは国内の仕事、公共建築の仕事で得た確信ではある。全く縁もゆかりもない
場所でも伝説などそこの人々に伝承されて来た文学空間なり美術、工芸に接し
たら彼らの深層意識を感受でき、それに訴えかける建築空間を創出すればその
人々に建物を嬉々として使用してもらえる。このことを何度か経験しているう
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ちに確信となった。
日本文化の美点というべきであろう。私達は古来から絶対的価値観をもたな

い。八百万の神々の中でその都度の都合に合わせた神に祈り心の平安をうる。
一神教でないために異教徒を排撃することがない。従ってイデオロギーの闘争
は起こりにくい。このことが勿論欠点になることも多い。思想というよりもや
はりイデオロギーといった方がいいがそれの闘争がないために独創的思想が生
まれにくい。現在の不況を脱しきれないのは経済人に独創性が欠けているせい
であろう。私はこの不況をかてにして日本人も独創性を育むべきだとは思うが
「八百万の神々」意識を捨てるべきではないと考える。これは両立させなけれ
ばならないしできるはずである。日本は経済で成功したが商人として優秀だっ
たとは思えないからものづくりが得意なのであろう。芸術が得意といってもい
い。これは直感力にひいでているということである。独創的思想を育むのと平
行して私達はますます直感力を磨いて他民族の深層意識に潜む根源的イメージ
を感受することにつとめるといい。そうすれば私達が発信する文化的メッセー
ジに他民族なり国家が鋭敏に反応し逆も有効になり濃密なコミニュケーション
を可能にするであろう。

、国土の形象、古典ゾーン6

「庭園曼荼羅都市」は国土を都市化ゾーンと田園ゾーンに大別し都市域の人
口密度を現在の２倍とし面積を半減させその分を田園に返すというのが国土イ
メージの概略だった。こうしておいて都市ゾーンを論じたわけであるがここで
は田園ゾーンについて考えてみたい。保守的なようではあるが田園ゾーンの風
景はほぼ戦前に戻すことであろう。高度経済成長に伴う人口の都市集中によっ
て田園ゾーンは過疎化し廃村も多く荒廃するに任せていた。これを健全な農山
村風景にもどすのは農、林、漁業を正常にもどすだけで充分である。建築的風
景としては重厚なカヤ屋根農家が点在するのが普通であったが今後このような
農家を復元するのかどうかが問題となるに違いないが基本的にはそれでいいの
ではないか。農業形態が農耕機による集約型に変わって来ているからそれに見
合った間取りとはなるにしても屋根の材質形状にそれが及ぶことはないはずで
ある。カヤ場も復活させるのはいうまでもない。交通体系その他考察すべきこ
とはありあまるほどあるがここは建築と集落風景だけに絞っておきたい。又国
土の空間イメージの基本は「庭園曼荼羅都市」で提示してあるから参照しても
らいたい。
私は８０年代半ばから９０年代半ばまでのほぼ１０年間離島寒村の公共建築

の仕事を明確な意図をもってやった。といっても１０年間で１０件にみたない
から多いとはいえないが私の場合それが仕事のすべてであったからこのことに
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賭けていたことは間違いない。その成果は自分ではわからないがこのときの経
験から田園ゾーンでもし建築がこれからも可能ならそれはどのようなものであ
るべきかは考えることができる。田園ゾーンは古典復興のゾーンと考えていい
であろう。ヨーロッパ流にいうならルネッサンス、文芸復興である。しかし注
意しなければならないのは日本の古典建築のコピーをすることではない。集落
風景も単なる復元ではない。まずは建築である。個々の用途を想定しても意味
がないのでいかなる空間形式を創出するかが問題である。それは倉庫まがいの
巨大ホールや廃墟と作者自身呼ぶしかないコンクリート箱のホテルのようなも
のでないことだけは確かである。今後建築需要は激減するからこのゾーンは原
則として国内材による木造とするべきである。そうしても森林が減少してしま
うということにはなるまい。私は龍神村民体育館（８７年）ではかつて鎌倉時
代初期に東大寺大仏殿で重源がしたような革新をしようと考え木とコンクリー
トの混構造形式を創出した。龍神の場合木とコンクリートの使用比率はほぼ半

「 」々だったがこれ以降木の使用比率を高める方向に向かったが空間として 龍神
を超えたものがあったわけではない。見掛けは全く違っていても全てその応用
であったし今後もその応用でも構わない気もするがせっかく９６年から実施設
計を中断していたのだからここではもっと基本的なことを提示してみたい。そ
れではそれは何か。東大寺大仏殿ではそれまでの技巧の勝った繊細な木組と訣
別し豪快な構造と組立式架構が試みられた。これに対応する構法の革新が「龍
神」の混構造だったわけであるが今考えるべきは日本の古典全てを対象として
それを革新することであろう。私は３年前から大学院の学生達と宇治の平等院
鳳凰堂の革新とりくんできた。このことに関しては「機能深化の誘い」で触れ
ておいた。何故鳳凰堂かも説明した。但し学生達に課したことは鳳凰堂の解体
であった。できあがった計画案は鳳凰堂とは似ても似つかぬものであり大学院
全体の講評会では大変な不評をかったらしい。私が都合があわず欠席し学生が
計画意図を説明できなかったせいもあるが日本の知識人一般の古典に対する理
解力の貧弱さに１番の原因がある。古典復興を古典コピーと勘違いしている。
古典復興の第一段階は古典解体なのである。私は学生にこのような指示を出し
ていた。まず鳳凰堂を部分的に分解せよ。その分解した部分を２０倍に拡大し
てそれを建築空間化せよ。但し木造架構を厳守せよ。以上の３点を忠実に守っ
て計画したらどうなるか解答はあらかじめ見当はついている。阪神大震災のと
き建築デザインの世界的流行はデコンスタイル（正しくはデコンストラクティ
ヴスタイル）と日本ではいわれたロシア・アヴァンギャルド（又はフォルマニ
リズム）風の地震半壊風の構成であったがあのような姿形になるはずである。
学生達は鋭敏である。その予測通りのものを作ってきた。この成果は今年（０
２）の京都ＣＤＬ展で発表するが解体の次第は近く私がまとめる。ともあれ解
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体は終わったから今後は再構築である。これは学生達では無理で私自身が構想
計画するしかない。再構築には日本建築そのものを微細に観察する必要があり
江戸時代の木割書『匠明』をテキストに三重塔の読解と設計図の制作を大学生
とともに布野修司の指導で１年間続けてきた。設計図と模型制作は０２年４月
以降にずれこんでしまったがここで気付いた重要なことがある。日本建築の木
組は森の樹木のアナロジーでできあがっているということである。柱が幹であ
ることはいうまでもないが枝が肘木、節が斗供、葉が垂木である。今まで私は
柱が幹、枝は梁、葉は何に当たるかわからなかった。というのも現代木造では
肘木や斗供は使用しないからおおまかな架構しか意識になかったからである。
逆にいえばそれだから東大寺大仏殿に親近したともいえる。これは私だけのこ
とではあるまい。ところが日本建築は大まかな架構に特徴があるのではない。
微細なところまで神経のいきとどいた木組みに特徴があるのだ。それがわかる
と木組みが何に依拠してできあがったのかみえて来たというわけである。日本
の古典建築を再構築するには森林をつぶさに観察しその空間的特質を解析し抽

。 。象図式に転化する必要がある もっと端的にいうなら樹木に遡行するのである
但し人工林ではなく自然林がモデルであることはいうまでもない。これは今か
ら早急にすべきことであるからこれ以上の言及はできない。それよりもこのこ

。 。とを如何なる精神でそれをなしとげるかである 単純な日本回帰でありえない
鳳凰堂の解体の前の年に当時の大学院生に課したことはイスラム名建築（石

造）の空間特質を変えることなく木造に直すことであった。ニューヨークテロ
以来イスラム文化は敵視されているがこれはアメリカの事情であっても日本で
とるべき態度ではない。日本の建築家は他の表現分野同様イスラムに関心を示
すことはないが他の分野はいざ知らずイスラム建築の質の高さはヨーロッパを
凌駕していることに留意すべきである。その理由は簡単である。中世、近世初
頭まではイスラム世界の方がヨーロッパを圧倒していたからである。建築は古
代エジプト時代が最高で時代が降りるにつれて質が低下するが中世、近世初頭
まではレベルの低下はそれほどではなくイスラムではこの時期に文化の絶頂期
を迎えた。十字軍がイスラムの高度文化に接してヨーロッパはそれまでの晦冥
に別れを告げるきっかけをつかんだのは知るところであろう。その晦冥の中に
あっても建築としてはゴシック大伽藍を生みだしこれが現代に至るもヨーロッ
パではこれを越えることがなく建築史上の頂点を示している。世界建築史から
しても中世から近世初頭までが高質な空間を現出できた終局点であったことが
わかるであろう。イスラム建築、特にイランのものは都市空間も含めゴシック
を凌駕するがそれがどのようなことを指すかは『建築のマギ（魔術 （角川書）』
店、２０００年）で書いたから触れない。ところで学生に与えた課題はむずか
しかったようである。満足すべき解答はあらわれなかった。木造の学習をせず
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いきなりはじめたのもまずかったかもしれない。鳳凰堂の解体 『匠明』の設、
計図化を経てからすべきであった。
古典復興にとって重要なのは汎アジア的視点である。日本は想像以上の古来

にすでに北ユーラシア経由で西アジア、中央アジアの文化が流入しその影響下
に文化を育んできた。私の歴史（建築史ではない）研究の結果では５世紀初頭
に遡る。飛鳥時代にはそれが頂点に達した。日本文化の原形はこの時代に全て
できあがったといって過言でない。特に現在のイラン、かつての中世イランの
王朝ササン朝ペルシアから受けた影響は後の中国の随唐に匹敵する。このこと
は執筆を終えたばかりの本がいずれ上梓されるであろうからそれを読んでもら
うしかない。いずれにしても汎アジア的視点が重要ではあるがそれでは欧米は
どうなるのか。明治維新後欧米から受けた影響は今更いうまでもないがこれは
都市文化に対して著しく農村には少なかった。農村の中世性は戦前までは変わ
らなかった。中世性は晦冥の代名詞とされるが果たしてそうであったろうか。
明治の文明開化はヨーロッパ文化の急激な移入であったしその視点で農村のア
ジア性が遅れてみえたということに過ぎないのではあるまいか。戦後の農地改
革によって農村は晦冥から解放されたととられるがどうもそれは一方的な見方
に思えてならない。農地改革は肯定しうる変革であり農村を富ませる原動力に
はなった。しかしその結果農村は栄えたであろうか。結果は逆になった。しか
しこれは農村の責任ではない。日本の高度経済成長政策による人口の都市集中
化がもたらした荒廃であって農地改革とは直接関係はない。むしろ農地改革の
収穫は今後の農村のありよう即ち農業の復興によって可能になろう。田園ゾー
ンとは農村、山村、漁村などの村落だけをいうのではない。町といわれる村落
に囲繞された小都市もその中に組み込まれるはずである。ともあれ村落に残存

（ ）する中世性の根源をなす汎アジア性 中近東から日本までのアジアの文化特性
に注目すべきである。日本の古典とはこのアジア性に立脚していることを銘記
すべきである。東大寺大仏殿や鳳凰堂は村落の庶民が作ったものではないがこ
れを作ったときの精神を受継いでいるのは村落に居住する人々である。厳密に
いうなら田園ゾーンに居住する人々である。

、国土の形象、都市ゾーン7

「庭園曼荼羅都市」は阪神大震災で壊滅的打撃を受けた神戸を対象に１００
年後の都市像を提案したものであるから絵物語ではないかと思われてしまった
節がある。勿論目前の震災復興を目的にはしていなかった。しかし１００年後
とはいえ１９９５年に生きていた１人の建築家として計画しているのであるか
ら計画の立脚点は当然１９９５年にあることはいうまでもないであろう。私は
日本の都市計画は失敗の連続ではなかったかと思う。第二次世界大戦で相当数
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の都市が焼け野原と化したときに１００年後の都市像を構想し徹底的に検討し
て復興にかかるべきであった。そのことがまるで行なわれなかったということ
はなかったであろうが実際の復興は場当たりでありそれが現在の場当たり的都
市計画にまで尾を引いている。阪神大震災のときも事情は変わらなかったし、
又変わらないに違いないと思ったから私は１００年後の未来像を構想した。し
かしこれが実際に活用されるとははじめから期待もしなかったし又そのような
努力も一切しなかった。唯私は私以外にも同じようなことをする建築家や都市
計画が出て来るに違いないと期待していた。そうなったらその人々と都市の未
来像について大いに議論したがいに計画を批判検討してことによっては共同で
更なる都市像を提案したいと思っていた。しかし残念なことにそのような人は
１人もあらわれなかった。勿論未来のあるべき都市像を構想するのは建築家や
都市計画家でなければならないわけではない。誰でもいいのだが私は今いった
ような人々に期待したのは彼等の生業からいって日々都市、更に国土のあるべ
き未来像を抱きそれに沿って自分の仕事をしているはずと思ったからである。
しかし期待は見事に裏切られた。私は目先の仕事獲得に狂奔する建築家や都市
計画家達の現実主義に今更ながら寂しい思いをした。このことが震災以降実施
設計の仕事から故意に遠ざかるきっかけになった。こんな世界にいるのはやり
きれない。これが正直な気持ちであった。それにあのときと時を同じくしたば
らまき土建行政の盛行でありこれに荷担してなるものかと思い続けたら現在ま
でになってしまった。とにかくこれはもう終わったからいいとしても私達のよ
うな仕事のものは各自それなりの明確な都市像なり国土像を鮮明に打ち出して
おくべきではないのか。その内容の是非はそれを必要としている人々即ち市民
が判断するであろう。
庭園曼荼羅都市は１００年後の未来像ではあるが１００年後にこうなる確信

。 。は当然のようにあるわけではない 世界の未来が読めないのだから致し方ない
これは現代都市批判なのである。巨大都市ほど変貌が激しい。急激な社会事情
の変化に対応できなくなった市街地は常に再開発を必要としている。これが巨
大都市の現実であるともいえる。劇的な社会変化は新たなインフラを必要とし
旧来のインフラの変更が余儀なくされる。しかしいかに巨大都市といえどもそ
うたびたび劇的な社会変化に遭遇するわけではない。歴史時間のほとんどが微
細な変化の積み重ねでありそれが１０年なりの経過があって旧来の市街地利用
に破綻をきたす。これに対する再開発はインフラの変更ではない。建築の空間
構成の変更であることが多い。ただ今までの市街地再開発といわれるものはビ
ル経営を主とし明らかに不動産業的経営戦略の一環として実践されてきた。公
的資金を注入して官民協同で不動産経営をしてきたともいえる。これでは本当
の意味の市街地再開発とはいえない。巨大都市といえどももはや経済原則だけ
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で再開発が実行される時代ではない。必要なのはその社会的必然性である。日
本の都市は平面的すぎ土地利用が極めて不効率である。東京、大阪などで夜間
人口が１ヘクタールあたり１００人というからパリをはじめ西ヨーロッパの巨
大都市の２分の１である。日本の都市の人口密度をパリなみにしたからといっ
て高密度で息苦しいということにはなるまい。日本は中心市街地をドーナツ化
し居住しないからこうなってしまうのであって再開発にあたっては夜間人口を
増加させるよう計画する必要がある。このことは最近よくいわれるようになっ
たから別に目新しいことではない。しかし計画する人々に都市の全体像がイメ
ージされていない。意識されるのは当該敷地かせいぜいその周辺だけである。
これが問題なのである。もし「庭園曼荼羅都市」を前提に市街地再開発を計画
するとしたらどうなるのか。この都市像は庭園が曼荼羅状に配置された高密度
（ ） 、都市 １ヘクタールあたり２００人 を提示しているからたとえ微細な再開発

極端な場合中規模のビル計画の場合でもこの都市像を埋蔵させなければならな
い。如何なる条件といえども住宅を備え、人々が健康に暮せるような庭園を内
包することが必須のこととされるのである。このことは「機能深化の誘い」で
詳述したからこれ以上は繰り返さない。ここでは都市建築に関わるそれ以外の
必要事項についてのべたい。
私達日本人は立体的に住むということになれていない。というと異論もあろ

う。公団アパートの古い居住者なら結婚してすぐ住み今や７０代を迎えている
人々も多いであろうしその子供達でも５０代を迎えている人もいよう。生まれ
落ちてからこの方現在までずっと高層アパートで過ごして来た人々も少なくな
いはずである。しかし余程の例外を除き日本のアパートは鳥小屋スタイルで同
じ型の住戸を上下左右単調にすしずめにしているに過ぎない。アパートならや
はりヨーロッパの古典スタイルに到底かなわない。ヨーロッパだけではない。
イランやインドの民族固有の古典的アパートでも、更に中国の円筒環状アパー
ト客家も日本の高層アパートのような鳥小屋スタイルではない。１つのアパー
トに商店、オフィス、聖所といった都市機能が内包されしかも鳥小屋の１つが
それに使用されているといった構成ではない。店舗もオフィスも聖所もそれに
ふさわしい空間として成立している。要するに複雑で変化にとむ空間構成にな
っていて住宅は必ず庭園的要素を備えている。この日本でも作ろうと思えば簡
単にできそうなものなのにそれがないのはやはり私達が立体的に住むことにな
れていないからというしかない。多種の都市的機能を内包した複雑変化に富ん
だ高層住宅を日本の都市の中心市街地にも作らない限り夜間人口の上昇は望め
ない。都市の中心市街地の立体居住更には都市周縁部の土地利用の高度化は今
や必須の事項である。とはいっても既存の建築を取り壊して新しい建物を建て
なければならないわけではない。既存のものを改造すればいい。随分前から私
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『 』は新聞などでもそう主張してきたつもりだが東大助教授松村秀一が 団地再生
（彰国社０１年）で力説していたから心強かったしこれを都市建築の主潮流に
するのなら松村は完璧にやってのけるであろう。そこで私としては一見小さな
ことのようではあるが都市建築の改造に竹材を積極的に使用することをすすめ
たい。竹は集成材にすれば木造の２倍の強度となり充分構造材にもなるが如何
んせん耐候性に難がある。木に比べて割れ易く外部の雨風にさらす材料として
はむいていない。しかし内部ならば問題ない。数寄屋にも内部には竹がよく使
用された。竹の集成材の構造強度は桧の２倍もあるから木材よりも強度を必要
とする間仕切りなどにも使用できる。更には木材で可能なことは全て可能であ
るから内部での活用範囲は極めて高い。何故竹にこだわるのかというと竹は５
年で成長がとまり容易に生変わりほぼ無限の建築材といえるからである。樹木
は成長に長い時間を必要とするから過度の需要は森林の破壊を招く。実際に日
本は東南アジアなどでこのあやまちを犯して来た。竹を木材の補助材として積
極的に使用するなら過度の需要におちいることもない。地球環境的配慮からも
そうすべきではあるまいか。現在は中国から輸入した竹を集成材にしてフロー
リングとして使用しているだけであるから価格も桧に比べて倍ほど高い。これ
は理に合わない。むしろ桧のみならず安価な木材の半値以下にしなければなる
まい。需要さえ増えれば早晩そうなるはずである。ただしここで重要なのは竹
の特質をいかすことである。竹は容易に湾曲できるのが特徴であるから曲線曲
面として活用するといい。
さて再び庭園曼荼羅都市である。神戸地方の緯度、経度１分分、即ち南北１

・５キロ、東西１・８キロを１単位とした極めて普遍性の高い計画としたがこ
れは各単位が神戸だけではなく日本どこにでも適用できる。逆にいえばある特
定の都市の未来像にそのままは適用しにくいということでもある。ここでは庭
園が曼荼羅のように配置された都市空間が重要なのであってその具体的形には
それほどの意味はない。各都市にはその都市固有の歴史があり１つ１つの街路

。 。もその集積の結果現出したものばかりである これをないがしろにはできない
但し街路の使用形態は将来充分変化しうる。現在車主体になっているものでも
歩行者専用に転化する方がいいこともあるし道路公園として使用した方がもっ
といい場合もあろう。緯度経度を重視したのは建物がなるべく真南を向く方が
太陽エネルギーを活用するソーラーシステムに好都合だったからである。もし
ある都市でその都市の骨格をなす街路が緯度経度方向に対して斜めになってい
てそれに面して建物を再開発するとしたらどうなるか。この場合ソーラーエネ
ルギーを最大限生かすには建物の面の多くが南面できるよう配置すればいいの
はわかりきったことであろう。ところが一口にこうはいえてもそうは簡単では
ない。多種の都市機能を内包した複雑で変化に富んだ高層建築を計画するのは
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相当の力量を必要とする。しかもそのとき再開発を必要とされる地区だけでは
なく都市全体の未来像も構想しておくべきであるのはいうまでもない。そのよ
うな作業手順を踏んでいない計画は一時経済的に成功したように見えても１０
年もすれば必ずや陳腐化し失敗する。

、国土、大地への帰還8

国土を田園ゾーンと都市ゾーンに二分して考えるのはわかり易いが現実に国
土がそのようにはっきり二分されているわけではない 「庭園曼荼羅都市」で。
も歴史都市、特にそれが農村に囲まれた人口２～３万の小都市の場合を想定し
これの扱いについては留保していた。私自身が生まれ育った秋田県角館町など
がその典型である。桜と武家屋敷で現在では全国に知れわたった小京都である
が町ができたのは江戸時代初期であって現在までそのときの町割が比較的良好
に保存されている 「小京都」も比喩ではなく地名までも京都を意識して命名。
されている。今この町の町はずれの一角に土嚢建築を計画している。私自身の
作品収蔵庫でありほぼ７０坪（約２３０平方メートル）の平屋である。計画は
すでにできあがっているが造りはじめる時期をいつにしようかと考えていると
ころである 「小京都」に円筒型ドーム屋根のいってみれば雪室「カマクラ」。
を数個並列した土の家屋を出現させるのは如何に自分の所有地でも無謀とそし
られそうである。はじめ二つある武家町のうちの南の方（田町という）に隣接
する敷地に木とコンクリートの混構造の収蔵庫をつくる計画であったがそれな
らどうしても周囲の町並みに同調したものにせざるをえない。それではこの町
の歴史からとび出した超スケールのものを構想できなくなってしまう。この町
で農村地区の小学校をやらせてもらったが「小京都」から離れていて町並みに
あわせる必要もなく私はユーラシア全体をイメージして空間を構想した。さい
わい町の人々の不評を買ってはいないようである。私の所有する土地は１４０
坪（約４６０平方メートル）程度の小さいものであるが町はずれであり「小京
都」が田園風景に変わりはじめる突端にあるためまずは町並を考慮することは
なさそうである。ここならば超スケールの空間構想が可能である。この場合の
超スケールとは建物の大きさではない。イメージのスケールのことである。せ
っかく７年間も実作から遠ざかっていたのである。再開するにあたって過去の
如何なる建築とも違うものを作ってみたい。こう思っている矢先に遭遇したの
が土嚢建築だったというわけである。これはインド、グジャラートの大震災の
復興住宅用に提示されたものではあるがこの建築形式のもつ初原性には限りな
い可能性を感じたのもいつわらない心境である。大地からおき大地に還る。こ
の初原性には人類の営み全てを包含するスケールの巨大さがある。日干しレン
ガによる土の建築は中央アジアから中近東にかけて乾燥地では極くありふれた
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ものであるがこれが室（ムロ）になっているのは少ない。土室はそれほど大規
模なものはできずどうしても一室空間となってしまうため生活が高度化すると
不便で住みにくくなってしまう。それで人類ははじめにその形式を捨ててしま
った。日本でも縄文の竪穴住居は土室だった。しかし日本は湿気が強いため日
干しレンガはできない。そこで私達の先祖が考えたのは木を構造とし面を土と
する土蔵風のものであった。このことに気付いて『神殿と神話 （原書房 ８』
３年）に書いたし歴史家や建築史家にことあるごとにこのことを力説したがそ
のごとに冷笑をあびるか無視された。ところが最近、青森の三内丸山発掘以後

。 （ ）ようやく竪穴住居の屋根は土でできているといわれはじめた ３年前 ９９年
今や考古学界の重鎮佐原真にそのことをいうとそんなに早くわかっていたなど
とても信じられないといった風であったが本を見せてはじめてわかってくれた
ということがあった。佐原の他の考古学者にはみられない柔軟さ真摯さには好
感がもてたことを強く記憶している。
縄文の竪穴住居は１メートルほど土を堀りその土を使って建築とするのであ

るが前方後円墳と全く同じ形をした家屋なのである。前方部が入口、後円部が
住まいである。このことはまだ考古学者はわかっていない。秋田県横手市の雪
室「カマクラ」こそ竪穴住居の記憶であろう。これと関連づけてみるぐらいの
柔軟さがほしいが登呂遺跡の復元竪穴住居のイメージからぬけきれていない。
ついでに同じ『神殿と神話』で正倉院校倉は北ユーラシア渡りの建築形式と明
言したがこれもようやく三内丸山発掘で高床とおぼしき住居か倉庫が出てきた
ため気付きはじめたようである。縄文の高床は校倉なのである。校倉は丸太を
横に積む形式で極寒に耐えうる唯一の木造高床形式なのである。ロシアなどの
北ユーラシアの住居は現在でもこれは主流なのである。
ともあれ土嚢建築である。これも日本に造るということは縄文の竪穴住居を

。 。別の形で再現復興するということになる それにはどのような意味があるのか
それは極めて単純明快なことである。土に直接還元できる建築を造るというこ
とにつきる。但し縄文から江戸中、後期までの歴史を書いて来た経験からすれ
ば現代から遡れば遡るほど反転して遠い未来を見ているような気になる。それ
は過去の復元の困難と未来の予測の不確かさが対応しているからであろう。縄
文の竪穴に酷似した建築空間を構想するとどうしても建築史というべきか文明
史というべきかはともあれ古代に立ち戻ってみる必要がある。世界四大文明で
も発生からいえばメソポタミヤとエジプトが早いし独創性に満ちている。エジ
プトは石造建築であるため現在までもピラミッドその他建造物の原形が残り５
０００年前の文明の様子を今に伝えているがメソポタミヤは土造だったからエ
ジプトと同時代のものは勿論後世のものでも残存しないかたとえ残っていても
大きく崩れている。それでもメソポタミヤでドームが発生したことはわかって
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いる。メソポタミヤの都市が中近東や中央アジアの乾燥地の現代都市同様迷路
迷宮風だったこともわかっている。土の建築とは迷路、迷宮を生み出すがその
理由についてはしばしば言及したからここでは触れない。しかしこのことには
着目すべきであろう。縄文時代日本には都市らしい都市は発生しなかったから
迷路迷宮を生み出すことはなかったがことと次第によってはその可能性があっ
た。土の竪穴住居がその可能性を教えてくれている。
今私は土嚢建築を造ろうとしている 「近代」に背を向けた極端に退行した。

試行ととられるであろう。しかしなにも縄文の竪穴住居を復元しようとしてい
るのではない。現代に土の建築の可能性を探ってみようと思うのである。一室
空間だけでは現代の複雑怪奇な用を充たすことはできない。いくつかの室（ム
ロ）を散在させるのも１つの方法ではあるがこれでは芸がなさすぎる。収蔵庫
とはいえ最小限の居住にも耐えうるようにしたい。大小いくつかの室を点在さ
せそれを直線の土嚢壁で囲み室以外の残存スペースを木造屋根で覆う。こうす

。 。れば建物の規模は無限に拡張できる 但し平屋であることは我慢するしかない
土嚢壁の高さは一重なら３メートルが限度だからである。この建物は熟練を必
要としないから誰でも施工できる。セルフビルドというが専門家のようになる
まで訓練するのは論理矛盾と思いこれには手をそめなかった。こういうことは
単純明快でなければ意味をなさない。私はずぶの素人とともに施工するつもり
である。但し木造部分は専門家に任すがそれでも設備ぬきにして坪２万円もあ
ればできる。内部仕上げは壁土を塗るが土嚢は土の付着がいいから土塗も簡単
である。０１年の夏のインドで実験済みである。設備といってもこの収蔵庫で
は浴槽、便器、簡単な流し、照明器具、配管、配線に６０万ほどであろうから
総額２００万円程度で完成するはずである。ということはこの収蔵庫は坪３万
円ほどでできあがるということである。これは極めて簡単容易なセルフビルド
であり材料は現地の土であるから当然なことではあろう。現代生活は過度に複
雑怪奇であり特に情報技術の発展は人々を神経過敏に追い立てているように見
える。このときに素朴に帰れというのではない。自分の家ぐらい自分の手でし
かも簡単に造るおおらかさがあっていいのではないか。しかもこの方式は決し
てバラックになる心配はない。厚さ３０センチの壁は蓄熱性能が高いから東北
や北海道の寒冷地にはむいている。又逆に南下して沖縄のような亜熱帯ではぶ
厚い土壁の遮熱性能が高いから太陽熱を遮断しここでも良好な居住を保証す
。 。る いずれにしても土蔵と同様の蓄熱遮熱効果が期待できるということである
土嚢建築は土であるからこれに草を植えることができる。現在農園住居にこ

れを利用することにしているが私の収蔵庫と同じ空間構成ですすめている。壁
面やドームには草を植えそれが防水の役目を果たすのであるがこれが点在する
田園風景は小さな丘が点在した農村といったおもむきであろう。十棟から百棟



- 28 -

未満の農園住居が群をなしている場合を想定して計画を進めているがこれは環
状配置としてあり「曼荼羅」となっている 「庭園曼荼羅」そのままの空間構。
成となる。いずれにしても草を生やした住居はそのまま庭園の築山といってい
い。日本でこれが密集して集落をなす風景が立ちあらわれることはあるまいが
もしそうなったらどうであろう。
国土全体を庭園曼荼羅と見立て都市ゾーンはすでに発表したモデルのままと

すれば田園ゾーンにこの風景を挿入することによってそれは完結することにな
らないか。今現在荒廃してしまった田園ゾーンにカヤぶき農家の復元もいいが
これには膨大なエネルギーを投入しなければならない。又集約農業では旧来の
ように家屋が点在しなければならない必然性も小さいであろう。あれは家のま
わりに自分の農耕地を展開する方式だったときに有効であっても機械化された
現代では集合して家屋がある方が便利なのではあるまいか。堂々たるカヤぶき
農家が集合しているさまを想像するとむしろ１つ１つの建物にエネルギーがあ
りすぎてうっとしくなりはしまいか。土嚢建築もそのような場合の農家の可能
性として充分考えられうるのではないか。全く新しい風景の現出となるためそ
の結果は予想しにくいがいずれにしても土嚢建築の試行が近代や現代に背を向
けているのではなく痛烈な現状批判に根差していることを強調しておきたい。

、歴史の形象化9

世界の建築史はそのまま文明史であるが時間と空間を故意に極端に短縮して
狭い場所に時代順に並べて見ることができたらどうか。というよりもこのよう
なことが瞬時にできるように建築家は日々鍛錬しておかなければならない。し
かしそんなことをしている人にまずお目にかかったことがない。建築史といっ
たらヨーロッパか日本を対象にするだけでこと足りるとするのがほとんどであ
る。知人でもある指導的立場の建築家が古代ペルシア、アケメネス朝の聖都ペ
ルセポリスの写真をみてギリシアの何処のものだと聞いて来たときには驚い
た。世界隈なく旅をしているであろう彼は多分この地にも足を踏み入れている
はずなのに一見してわからない。ギリシアはペルシアの影響を強く受けたから
確かにペルセポリスの建築群に似てはいるが明らかに違う。それなのに見違っ
てしまうのはペルシアなどに本来興味がないからなのだ。彼にとって世界は欧
米と日本だけであり残りは背景でしかない。しかし彼だけではなく彼以上に欧
米日本以外に無関心無知な建築家達が中国で仕事していると聞く。但し彼等の
仕事は欧米の建築家達の模倣であり現代中国がそれを求めているのは上海の摩
天楼風景にもあらわれているのだから当然のようにも思える。しかしそれでい
いのだろうか。中国は近代化に遮二無二突進しているからそれによってできて
くる都市風景はアメリカよりも現代性に充ちている。それもそのはずである。
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アメリカの建築家の仕事がそのほとんどを占めているからである。日本の建築
家は欧米の建築家を総動員してもなお余るところを受けもっているであろう。
ついこの前まで日本人建築家は忌避されていたから事情はそうなったに違いあ
るまい。事情はどうあれ他国では仕事するときそこの歴史、最小限建築史の知
識を身につけて臨むのが礼儀ではないのか。中国の近代化も何時まで続くかわ
からない。今せっかくのチャンスなら欧米の建築家達の模倣に終始してそれに
埋没してしまったら後に近代化が終焉した後に日本の建築家達の痕跡がなにも

。 。残らなくなってしまうであろう 勿論彼らはそんなことを求められてはいまい
しかしものごとが一段落したあかつきには必ずや厳しい評価の時代が到来する
ものである。そのときに日本人の没個性は中国が調子よいときにそれを喰いも
のにした悪徳とののしられることになりかねない。というのも文化的貢献が全
くないからである。欧米なら近代化の恩人であり協力者であろう。しかし模倣
に明け暮れた日本人はそうはならない。もし今中国史に精通し中国の伝統文化
の高い教養を身につけてそれの近代化を表現してみせたらさきの罵倒などおこ
りえまい。逆に高い評価と感謝をうるに違いない。日本と中国とは二千年の交
流であり古典文書は中国では王朝の興亡ごとに失われ日本の方が圧倒的に保持
していると聞く。日中のこの歴史的関係からも欧米の模倣では中国に対して失
礼ではあるまいか。今求められているかどうかの問題ではない。
さて古今東西の建築を時代順に並べてみることである。ここから見えて来る

ものは何なのか。実は極東の日本にこのほとんどがかつて存在したということ
なのだ。日本は和風建築、そんなことはあるはずもないと思うであろう。しか
しそうではないのだ。たとえば飛鳥に注目してみよう。
今年（０２）年の元旦、ＮＨＫで飛鳥京苑池の発掘のドキュメントと発掘成

果を踏まえた復元ＣＧを放映していた。なかなか秀れた番組であったし又橿原
考古学研究所の多年に亘る地道な努力と研究成果は特筆に価することを知っ
た。それでも多くのことに疑問を抱いたのも事実である。発掘結果を知ったか
らこその疑問であるのはいうまでもない。発掘の考古学者達は飛鳥京は水の都
であるという。しかも長年の発掘から判明したことは飛鳥京は南北２キロ、東
西７００メートルに町割がなされ建物と庭園で埋めつくされた都市らしい都
市、都らしい都であり水路が都市の隅々まで網の目をなしてはりめぐらされて
いた。王宮即ち内裏の西北には南北２００メートル東西５０メートル（だった
と思う）の苑池があった。この苑池には南北に細長い中之島があり池畔には薬
草としての桃が植えられていた。内裏は皇極天皇の飛鳥板蓋宮であったのは研
究者がこの時代、皇極、斉明天皇時代が飛鳥京の最盛期とみなしているからで
あろう。飛鳥京全体の復元ＣＧもあったが町割はいいとしても個々の建築は苑
池の精密無比の技術、造形力とはかけはなれた粗末さであり奇妙に思えるほど
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のアンバランスであった。苑池には感心した。飛鳥の豊富な地下水脈を利用し
た巧妙な排水技術が駆使されているというのである。中之島の北側と池の北岸
距離はせいぜい２０メートルほどであろうか。そこが何と４メートルもの深さ
だった。それ以外は２メートルだというのにこの深さは何事なのかと考古学者
はその理由を土木工学の治水学者に問うたところ学者は地下水と結ぶ排水設備
ではないかと助言していた。飛鳥はほぼ南北に幾筋もの地下水脈があり地下水
は豊富とのことである。その地下水脈で最も流の盛んなものの上に池をつくり
渇水期には深さ４メートルの所から地下水が沸いてくるようになっている。逆
に大量の降雨があったときは都市全体に張りめぐらされた水路の水を集めこれ
を深さ４メートルの所から地下水をめがけて排水をする。治水学者はそれを実
験して確かめていたから現代ではこのような技術は失われているのであろう。
信じられないほどの高度な給排水技術であるという。このような池の作り方は
中国にはなく日本独自のものに違いないと考古学者は力説していた。もしそう
なら飛鳥京以外で何故この技術が使われなくなったのであろう。しかし実はこ
のことが重大なのである。飛鳥京にあって平城京、平安京にない技術。これは
明らかに失われた技術なのである。飛鳥京の最盛期が斉明天皇時代とするのは
『日本書紀』の記述によるのであろうが斉明天皇以後に滅びた権力は天智天皇
の近江勢力であるがこれは天智、天武の兄弟喧嘩であって亡びたうちにははい
らない。斉明天皇が皇極天皇であったとき蘇我本宗家が亡んだが飛鳥はその蘇
我本宗家の本拠地であり推古天皇以降は蘇我氏が自分の本拠地を都としたので
あった。それが飛鳥京である。亡んだ技術は蘇我氏の技術であろう。その蘇我
氏はペルシア系トルコ民族高車であり北ユーラシアから北海道、東北地方経由
で河内大和にやって来た征服民族であると年末（０１）に書き下ろした『消え
た聖徳太子 （仮題、未刊）に書いたばかりである。発掘に関わったわけでも』
ないし単に発掘成果をもとに推理するのは誠以って申し分けないのだがあの高
度な水の技術はペルシア渡りに違いないと思う。ペルシアはオアシス都市を方

（ ） 。々に作ってきたがその原動力であるカナート 地下水溝 の技術は有名である
蘇我氏が飛鳥にペルシアの技術者を招いていたのであろう。崇峻、推古天皇時
代に蘇我氏は日本最初の巨大寺院で氏寺でもある法興寺（飛鳥寺）を建立する
ために多数のペルシア人技術者を呼び寄せている。このときに土木技術者も呼
び寄せたであろう。ともあれ高度な水の技術を駆使した苑池であるが復元ＣＧ
の建築がまるで木造バラックでありイメージに格差があり過ぎる。多分「板蓋
宮」の名に影響され瓦を使用しない粗末な建物と想定してああなっているので
あろう。板蓋とはいっても瓦の法興寺が建立される同時代の宮殿である、そん
なみすぼらしいものではなかったはずである。板で瓦のようなものをつくりふ
いていた可能性が高い。弥生前期の鍵唐子遺跡の土器に描かれた家屋には瓦ぶ
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きとおばしき屋根がある。しかし瓦はいまだ１枚も発掘されていない。瓦の技
術を知らなかった弥生人は中国建築を見聞したものから聞いて板瓦を考案した
のではあるまいか。堅木で作れば充分防水の役割を果たすし第一見た目に重厚

。 。豪華である 飛鳥板蓋宮とは弥生以来の板瓦を使用していたのではあるまいか
屋根もＣＧのように直線ではなくゆるい曲線をなして優雅なたたずまいを見せ
ていたであろう。それよりも蘇我氏の都（推古天皇から大化改新まで蘇我本宗
家が大王家というのが『消えた聖徳太子』の骨子）である、ペルシア風の絢爛
豪華な形と極彩色の建築が建ち並んでいたはずである。それは平等院鳳凰堂の
ような建築である （ 機能深化への誘い」参照）又発掘された苑池の噴水（両。「
面石や須弥山石から噴き出る）装置の配置が復元ＣＧに近いのならあれは中国
風ではなくペルシア風である。飛鳥の水に関わる施設なり巨石をみていてペル
シアに近いというのが従来からの印象であったが今度の苑池の発掘成果には更
にその意を強くした。飛鳥の復元はＣＧであるから異論が続出したり研究者自
身の見解が変わったら変更すれば済む。この利点を最大限にいかして古墳時代
の宮都をＣＧか映画での映像復元し観光資源としたらどうかと現在の奈良県知
事に一昨年（２０００）申し出たが会った時間が短かったのかそれとも興味が
なかったのか理解したようではなかった。ヨーロッパの有名遺跡地では映画に
して上映し訪れた人々を楽しませている。飛鳥もそれをするといい。
映像復元はいいとしても実物復元には問題が多い。青森県の縄文遺跡の三内

丸山の復元には首を傾げてしまう。特に粗野な高楼である。ＢＣ５０００年か
らＢＣ３５００年の１５００年間一切戦闘の痕跡がないのに何故高楼が必要あ
ったのか理解に苦しむ。高楼は外敵の侵入を監視するために作られるはずであ
る。高い建築なら高楼型神殿であろう。ＢＣ５０００年にはホゾやヌキを使用
した高度な架構技術があったから復元されているような材料の接合部を縄でぐ
るぐる巻きで結うのでもなく又堂々たる屋根を被った神殿であろう。ＢＣ５０
００年からＢＣ３５００年といえば古代エジプトの繁栄期にあたる。建築史上
最高の傑作ピラミッドもＢＣ５０００年より少し遅れて建造された。日本の縄
文は充分に文明の名に価する文化であったから堂々たる建築群を三内丸山は有
していたはずである。人類は高度な建築を構築する段階に達していたからであ
る。柱が掘立てだから素朴、原始的だったというのは皮相的観察に過る。今は
書かないがあれも単なる掘立てではない。高度な木造技術に裏打ちされていた
のである。それでは神殿はどのような形をしていたのか。そのモデルは必ずユ
ーラシアにある。日本は島国であり気候も国土も狭く温暖であるため情報伝達
は縄文時代でも想像以上に早かった。従って変化も早い。ところが大陸は広大
で情報伝達も遅く変化が乏しいから古代の建築形式をそのまま残存させている
文化が現在でもある可能性がある。縄文ならシベリアにモデルがあろう。
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世界の建築史に精通する必要があるというのは遺跡を復元するときそのモデ
ルをどこに求めるかを適確に判断するためでもある。日本には古来から海を伝
って全世界から文物がもたらされている。この地理、歴史の特徴をよくわきま
えておくべきである。しかしそれだけではない。建築の文明史的意義即ち本質
といい変えていいがそれを熟考し今後の建築の行くべき道を各建築家個々が示
す必要に迫られているからである。

、応答方式の空間創出10

評論プラス作品集である『建築のマギ（魔術 （角川書店、２０００年）に）』
書いたことであるが空間創出に三応答方式が今後有効なのではないかといっ
た 『マギ』では学生の作品にみるべきものがあったのでそれの解説としてこ。
の方式に言及したため舌足らずであり自分自身の空間創出と関連づけることは
ほとんどしなかった。というのもこの本は設計技法も求められていたからであ
る。この方式には前提がある。建築の空間構成としては空間が入れ子状になっ
ている重層空間を今後の展開には欠かせないということである。はっきりいえ
ばこれ以上の方法はない。その最高モデルは去年（０１）死去した毛網毅曠の
「反住器」である。この建築（住宅）は７２年の作であるから世界でもこれ以
後これを越えるものはなかったということになる。残念ながら勿論私自身にも
ない。入れ子状の重層空間が何故優れて未来的であるのか。答は至って簡単明
瞭である。古代エジプトのピラミッドや神殿は建築史上の最高傑作には違いな
いが現代の複雑多岐に亘る生活をいれる容器としては不適当であるのは誰の眼
にも明らかであろう。今後ますます私達の生活は複雑になりときには多岐に亘
りすぎて奇怪にすらなる場合があろう。高度情報と極めて素朴な面対面の対話
が共存する社会、もっとわかり易くいえばハイテク戦とローテクの自爆テロが
争克して勝負がつかない世界、それに適合しそれを象徴する空間構成は重層空
間しかない。如何に流行しようとミニマルアートまがいの「軽快透明」でもな
ければコンクリート箱でもありえない。この流行は世界現実に対する一種の逃
亡であり忌避にすぎない。
更に強調したいのは元型の発現であり言葉（パロール）への鋭敏な反応であ

る。わかり易くいうなら空間の根源的イメージと認識の道具コトバが重要であ
る。詳細については『マギ』にゆずるがこの重層空間、元型（ マギ』では瞑『
想といっている）コトバの相互の三重応答によって生み出す空間が最も未来的
であろうと考えた。だから応答といっても必ずしも他人との応答をいうわけで
はなく世界を認識又は多様さを識別して発するコトバにあらわれる自己の中の
他者との応答といった方がいいかもしれない 「他者」が他人であることは勿。
論ある。建築にあっては依頼者だったり空間体験（主として建物を使用するこ
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と）予定者がそれにあたる。これと同じ位に重要なのが自問自答なのである。
建築は地形に合っているから風景になじむというものではない。各場所場所

にはそれ固有の歴史がありその場所の周辺に住む人々の共通したイメージがあ
る。それを伝説が最も端的に示すが伝説のようなものがないときにどうするの
か。そのときこそ瞑想しかない。こういってしまうといかにも抹香くさいと思
われそうである。座禅でもするのかといえばそんなことはない。その場所を訪
れ瞑想すれば鮮明なイメージが浮かびあがってくるものである。勿論周辺の風
景がイメージを引き出す重要な要因ではある 三応答方式とはコトバと元型 又。 （
は瞑想 、元型と重層空間、重層空間とコトバの応答をいう。コトバと元型の）
応答では最初に場所を読むことからはじまるのだが具体的にはこの場所の歴史
や現在の社会経済、政治的状況を読むことである。そのことをここに住む人々
がどう受けとめしかもどういう理由で建築を欲求しているのか彼らの深い意識
を汲みとることである。元型と重層空間の応答とはその場所に住む人々の根源
イメージを察知しその元型を識別することである。そうすれば重層空間構成と
なる建築の具体的形象を生み出すことができる。勿論使用の仕方を規定するは
ずの間取（平面計画）天井高さなどもこの応答によって決定される一部分であ
る。しかしこれだけでは足りない。重層空間とコトバの応答はその足りないと
ころを補う。簡単にいえば抱いた空間イメージなり形象をコトバで再解釈して
それには如何なる意味があるのか自問自答することが必要になってくる。それ
と同時にそれを具現化するためにどのような材料や構法を使用するかなどの技
術を決定することも必要である。技術は最も客観性が高くコトバでもパロール
ではなく言語即ちラングに属する領域である。
こう書いてくると建築家なら誰でもやっていることではないかといわれそう

である。でもどうもそれは違うようである。
重層空間としては不徹底のきらいがあるので重層空間を単に建築空間といい

かえて実作二例の三応答方式の実際を説明してみたい。
まずは北海道、網走の北、上湧別町の郷土資料館「ふるさと館 。コトバと」

元型の応答はどうであったか。北海道も原住民アイヌのための建築ならばユー
カラなどの伝説を元型としうるのであるがそれ以外は明治以降の入植者であり
歴史も短く伝説といえるものは育まれていない。但しこの建物は現存する数少
ない屯田兵舎の保存展示を主目的とする。この地に入植した人々の労苦は筆舌
に尽くせるものではなかったようである。町史に克明に記されている。これを
熟読していると当時の労苦が映像となって浮かんで来るのだがなんといっても
極寒との闘いが凄絶だった。極寒の地の建築空間とはどのようなものであろう
と想像をめぐらせる。ここで浮かんで来たものが元型といえる。村史に記され

。 。た入植者の労苦譚がこの場合のコトバである 極寒イメージこそ元型であろう
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次に元型と建築空間の応答である。縦に細長い井戸底のような空間、井戸底で
は光は垂直に上部からしか入って来ない。しかも井戸底とはいえ四周壁で囲ま
れた袋状空間ではなく天に起立する四本の柱で囲まれる針葉樹の森の中を思わ
せるものでなければならない。これが元型が生み出す建築空間。即ち元型「極
寒のイメージ」が刺激して建築空間を生み出している。もともと井戸底空間は
私の建築にはじめからあらわれていた。自宅の「餓鬼舎 「龍神村体育館」が」

「 」 。典型例ではあるが習作段階でもうそれはあらわれ 学生下宿 に使われている
しかし三作とも四周壁に囲まれている。井戸底は雪国で育った家屋の記憶に根
差している。家全体がすっぽりと雪をかぶり光といっては煙抜きから入るだけ
の闇。これが井戸底へと導いたと云える。しかし雪国の闇ではあっても極寒と
はいいがたい。上湧別の晩秋の風景に接するうちに針葉樹林の空間イメージと
井戸底が合体するようになった。この段階までが間違いなく元型の発出であろ
う。
建築とコトバの応答。コトバは上湧別町長はじめ町当局の人々や町の人々の

語るいわゆる設計条件である。これに即して間取り、天井高などが決められて
いく。次に木と鉄筋コンクリートの混構造が私が抱いた空間イメージに具現化
するには最も適していたし、町当局の希望にもそっていた。これがもう一つの
応答である。幸いなことにこの建物への１平方メートルあたりの来館者はこの
種のものとして北海道で断然１位で２位の２倍とのことである。竣工後５年経
っても変わらないと聞いた。町当局の努力の賜には違いない。
次に秋田市体育館。これは今まで手掛けた仕事で断然大規模であるがコトバ

と元型はどうであったか。この仕事は７社（といっても私の工房は会社ではな
いが）の指名コンペであったのでいわゆるテーマを言語化してプレゼンテーシ
ョンする必要があった。設計主旨として求められていることである。体育館な
「 」 。 。ので 現代のオリンピア神殿 を主テーマとして掲げた これがコトバである

元型は秋田であるから縄文である。自分の出身県の県都の記念建造物であるか
ら元型探しには苦労しなかった。そこで私はこの応答の結果を「縄文首都のオ
リンピア神殿」と銘打った。元型と建築空間の応答が最も勝負所であるのはい
うまでもない。
縄文表現の典型は火焔土器のとぐろ巻く蛇、めらめら燃上がる火焔更には噴

火を形象化したような過剰なゆらめきの噴出、これを建築空間化することに専
念した。それが親子亀と蛇を合体させたような形象として浮かんできた。中国
の方位四神玄武に近いイメージであった。
建築空間とコトバであるがこの場合のコトバはコンペの計画条件である。幸

いにして当選したので実施設計に当たっての市当局の人々の言説、この場合は
設計条件が追加されたコトバであった。建築空間は設計条件にそってコンペ当
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選案に手を加えた結果そのものである。この建築空間を具現化させている構造
や施工の技術は設計者が発するコトバ、この場合はラングである。この三応答
方式で他の建築家と違っているのは元型の重視であろう。これはユング心理学
の基本概念であり単なる読書によって得られるものではない。深い瞑想を必要
とする。この建築も東北中の公共体育館で断然１位の使用率であり１年中フル
稼動、市民はクジ引きで使用日が決められると聞いた。
実は三応答方式は中国古来の「礼」を参考に編み出したのである 「礼」な。

ど古い儒教々義ではないのかカビ臭いといわれそうである。それは『礼記』を
読んだことのないたわごとに過ぎない。このことは『マギ』を読んでもらうし
かないが簡単にいえば以下のようなことである。礼は最高の徳というが道徳で
はない。天とはほぼ神に近い概念であるが一神教の唯一絶対の至高の存在とい
うのではなく宇宙の意志とでもいっておこう。天が人間同志が平和に生きるよ
うに考え出した知恵、これを徳という。礼は儀礼を含み儀礼は礼儀を含み礼儀
は行儀を含む。これが入れ子、重層空間のヒントとなった。どちらにしても礼
は身振りに関わる身体言説には違いない。人と人は２メートル以上離れて接す
るのが礼儀なのである。これは闘争が生じないための配慮であるが礼から行儀
までの身振りはまさに入れ子構成である。又最高礼即ち最高の徳は聖王の言葉
とされ聖王は天の意志の実行者をいう。プラトンの哲人と思えばいい。しかし
礼に忠実過ぎると堅苦しくなり対人関係がぎすぎすすることになる。これを和
げるのが音楽であり礼の実践には音楽が伴う。それで礼を礼楽ともいうのであ
る。音楽は芸術であり元型であり瞑想をいざなう。がんじがらめの形式に振り
まわされないために音楽を楽しむ。これが中国三千年の知恵であり実践的思想
なのである。恒久平和の実現の永遠の知恵ではあるまいか。礼は重層空間、音
楽が元型 『礼記』なる書物や礼儀心得がコトバである。この三重応答が三千、
年間中国の人々を結びつけてきた。礼とは中国統一の永遠の平和の概念装置で
ある。未来の建築はこれが空間化されてこそ本来のそして根源的役割を果たせ

。 。るのではあるまいか 文明の形象化がこのようにして実現することを望みたい


